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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液の皮内注射のためのデバイスであって、
　組織に溶液を投与することを目的とする中空針と、
　組織の表面に接触することを目的とする遠位端および近位端によって画成され主軸を形
成する本体と、
　組織上に負圧または正圧を生成することを目的とする圧力アプリケータと
を含み、
　該圧力アプリケータは、溶液の注射前に第１の力をかけ、次いで、注射中または注射後
に第２の力をかけることを特徴とし、
　第１の力および第２の力は、実質的に溶液が組織の表面に漏れないようにするように、
皮内組織の粘弾性を考慮して制御されることを特徴とする、前記デバイス。
【請求項２】
　第１の力および第２の力は、圧力アプリケータによって、主軸によって画成される方向
および反対方向にかけられる、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　第１の力は、正圧をかける、または組織を圧縮する、請求項１または２に記載のデバイ
ス。
【請求項４】
　第２の力は、負圧をかける、または組織を吸引もしくは引っ張る、請求項１～３のいず
れか１項に記載のデバイス。
【請求項５】
　針は、デバイスの本体内に可動的に取り付けられる、請求項１～４のいずれか１項に記
載のデバイス。
【請求項６】
　針または針支持体は、組織の表面に貼り付けられることを目的とする接着剤を含むベー
スを含む、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
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　圧力アプリケータは、注射中または注射後に、組織を引っ張るように近位端の方向に針
を動かす、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　圧力アプリケータは、デバイスの本体内に、大気圧よりも低い圧力を生成する、請求項
１～７のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項９】
　使用者が２つの力のうちの少なくとも１つを調節／制御することができるように設計さ
れた制御デバイスを含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　制御デバイスは、２つの力のうちの１つが達成されないときに針の挿入または溶液の注
射を防ぐ視覚的なインジケータまたはシステムである、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　溶液の皮内投与方法であって：
　皮内組織に溶液を注射するように設計された中空針と、遠位端および近位端によって画
成され主軸を形成する本体とを含むデバイスを入手する工程と、
　注射前に組織に第１の力をかける工程と、
　溶液の注射中または注射後に、組織に第２の力をかける工程と
を含み、
　第１の力および第２の力は、実質的に組織の表面に溶液が漏れないようにするように、
皮内組織の粘弾性を考慮して、デバイスにより調節されることを特徴とする、前記方法。
【請求項１２】
　第１の力および第２の力は、主軸によって画成される方向および反対方向にかけられる
、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１の力は、正圧をかける、または組織を圧縮する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　第２の力は、負圧をかける、または組織を吸引もしくは引っ張る、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１５】
　デバイスは、２つの力のうちの１つが達成されないときに針の挿入または溶液の注射を
防ぐ視覚的なインジケータまたはシステムを含む、請求項１１に記載の方法。
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